
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第47回『「生きがいについて」 

 ～ 新渡戸稲造 -> 前田多門 -> 神谷美恵子 の継続性 〜』 

 

筆者は、誕生日(3月7日)、葛飾区と乳がん患者会「Ruban Rose」との共催『令

和２年度「健康教室 〜 がんと向き合うひとのために 〜」』（対面とZoomのハ

イブリット；葛飾区のウイメンズパルに於いて）での講演『医療者の使命 〜 温

かい配慮と真摯な誠実な働き 〜』の機会が与えれた（画像1）。  スタッフの

真摯な行動には、大いに感服した。  複数の質問もあり、大変有意義な貴重な

時であった。  参加者の方からは、誕生日プレゼントも頂いた。  涙無くして

語れない！  忘れ得ぬ誕生日となった。 

 

3月8日は、展覧会『長島愛生園の人びと 〜 ハンセン病、隔離と希望」（立命

館大学国際平和ミュージアム中野記念ホールに於いて）（主催：長島愛生園歴

史館/ 共催：立命館大学生存学研究所、「長島愛生園の人びと」現地実行委員

会/ 企画協力：一般社団法人ホスピタリテイ人間教育研究所/ 後援：国立療養

所長島愛生園、長島愛生園入所者自治会、立命館大学国際平和ミュージアム、

（公財）長濤会、京都府、京都市、京都府教育委員会、京都市教育委員会、特

定非営利活動法人ハンセン病療養所世界遺産登録推進協議会、国立ハンセン病

資料館、日本ハンセン病学会（公財）日本財団、（福）ふれあい福祉協会、NHK

京都放送局、朝日新聞社、京都新聞、読売新聞京都総局、産経新聞社京都総局、

KBS京都、日本経済新聞社大阪本社、毎日新聞社）での講演『「生きがいについ

て」〜 愛を持ってこれを貫く 〜』を 依頼された（画像2）。  想えば、2012

年、長島愛生園の医師であった神谷美恵子（1914 - 1979）の「神谷美恵子記念

が哲学カフェ」が開催され、2014年には、「神谷美恵子 生誕100年」の時には、

故 日野原重明 先生（1911 - 2017）の講演と 神谷美恵子 次男神谷徹 氏との

鼎談に出席した。  新渡戸稲造（1862−1933）は、神谷美恵子の両親：前田多門

（1884 - 1962）の仲人であった。  「人生の邂逅の継続性」を実感する日々で

ある。 
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